
平 成 ２ ５ 年 １ ０ 月 ２ ８ 日 

公益社団法人玉野市観光協会 

 

～  マリンフェスティバル・インたまの  ～  

フォトコンテスト観光ＰＲ写真  貸出要綱  

 

(趣  旨 ) 

第 1 条  こ の 要 綱 は、“マ リ ン フェ ス ティ バ ル・イ ン たま の”の 一環 で 、公 益 社

団法 人 玉 野市 観 光 協会（ 以下「 当協 会 」と い う。）が 主 催 する フ ォ トコ ン テ スト

にお い て、“ グ ラン プリ ”（推 薦 ・ 特別 賞） を 受 賞し た 写 真を 初 め 、入 賞 作 品を

パネ ル （ 額入 り ）（ 以下 「 写 真」 と い う。） 加工 し 、 貸出 を行 い 、 展示 使 用 に関

して 必 要 な事 項 を 定め る も のと す る 。  

 

(写 真 の 権 利 ) 

第 2 条  写 真 に 関 する 一 切 の権 利 は 、当 協 会 に属 す る 。  

 

(貸 出 対 象 ) 

第 3 条  貸 出 し を 受け る こ とが で き る者 は 、 企業 並 び に各 種 団 体等 と す る。  

2 次 に 掲 げる 事 項 に該 当 す ると き は 、貸 出 し を行 わ な い。  

(1) 法 令 又 は 公 序 良俗 に 反 し、 又 は その お そ れが あ る 場合  

(2) 特 定 の 政 治 、 思想 又 は 宗教 の 活 動に 利 用 しよ う と する 場 合  

(3) 利 益 を 得 る こ とを 目 的 とし て 利 用す る 場 合  

(4) 特 定 の 個 人 又 は団 体 の 売名 に 利 用し よ う とす る 場 合  

(5) 玉 野 市 及 び 当 協会 の 事 業、 又 は 、玉 野 市 及び 当 協 会が 認 め た関 連 事 業を 推

進す る 上 で支 障 が ある と 認 めら れ る 場合  

(6) 玉 野 市 の イ メ ージ を 傷 つけ る と 認め ら れ る場 合  

(7) そ の 他 、当 協会 会長（ 以下「 会長 と いう 。）が 許 可し な いこ と が 適切 で あ る

と判 断 し た場 合  

 

(貸 出 申 請 )   

第 4 条  写 真 の 借入・展 示を し よ うと す る者 は 、申 請 書 (第 1 号 様 式 )に 必 要 事 項

を記 入 の うえ 、 貸 出希 望 日 の１ ０ 日 前ま で に 会長 宛 て に提 出 し 、そ の 許 可を 受

けな け れ ばな ら な い。  

2 前 項 の 申請 に 、 展示 使 用 する 催 事 の内 容 が わか る 書 類を 添 付 しな け れ ばな ら

ない 。  



(貸 出 決 定 ) 

第 5 条  会 長 は 、前 条 に よ る 申請 書 の 提出 を 受 けた と き は、 そ の 内容 を 審 査し 、

適当 と 認 めた と き は、 決 定 書 (第 2 号 様 式 )に よ り 通 知す るも の と する 。  

 

(貸 出 決 定 順 序 ) 

第 6 条  貸 出 申 請に 係る 写 真 が 、他の 申 請者 と 貸 出期 間 が 重複 す る 場合 は 、申 込

先着 順 に より 決 定 する 。  

 

(貸 出 期 間 ) 

第  7  条  貸 出 期 間 は 、 概 ね ３ ０ 日 以 内 と し 、 決 定 書 に よ り 通 知 す る 。 た だ し 、

会長 が 特 に必 要 と 認め る 場 合は 、 こ の限 り で ない 。  

2 貸 出 期 間の 短 縮 又は 延 長 が必 要 な 場合 は 、 その 理 由 を記 載 し た書 面 を 会長 宛

に提 出 し 、許 可 を 受け な け れば な ら ない 。  

3 当 協 会 は、 業 務 上必 要 が ある と 認 める と き は、 貸 出 期間 中 に かか わ ら ず写 真

の返 還 を 求め る こ とが で き る。  

 

(貸 出 料 金 ) 

第 8 条  写 真 の 貸 出料 は 、 無料 と す る。 た だ し、 貸 出 ・返 却 に かか る 送 付費 用

や展 示 に かか る 費 用等 の 一 切の 費 用 は 許 可 を 受け た 者（ 以下「 使用 者」と い う。）

が負 担 す るも の と する 。  

  

(貸 出 の 取 消 し ) 

第 9 条  会 長 は 、使 用者 が 虚 偽の 申 請 によ り 決 定を 受 け たと き 、又 は 決 定条 件、

若し く は 会長 の 指 示に 従 わ ない と き は、 そ の 決定 を 取 り消 す こ とが で き る。  

 

(返 却 ) 

第 10 条  使 用 者 は 、次 の 各 号に 該 当 する と き は速 や か に写 真 を 返却 し な けれ ば

なら な い 。  

(1) 第 7 条 に よ る 貸出 期 間 の満 了 日 とな っ た とき 。  

(2) 第 8 条 に よ る 貸出 し の 取消 し を 受け た と き。  

 

(遵 守 事 項 ) 

第 11 条  使 用 者 は 、次 の 各 号に 掲 げ る事 項 を 遵守 し な けれ ば な らな い 。  

(1) 使 用 許 可 の 範 囲を 逸 脱 しな い こ と。  

(2) 写 真 を 貸 出 ・ 展示 使 用 する に 当 たり 、 事 故等 が あ った と き は、 す べ て 使 用



者の 責 任 とし 、 当 協会 は 一 切の 責 を 負わ な い 。当 該 事 故等 が 貸 出写 真 自 体の 構

造等 に よ る場 合 も 同様 と す る。  

(3) 使 用 者 の 不 注 意に よ り 写真 を 破 損し 、 又 は汚 損 し た場 合 は 、使 用 者 の責 任

にお い て 修復 す る こと 。  

(4) 写 真 の 適 正 な 保管 及 び 管理 に 努 める こ と 。  

(5) 写 真 を 目 的 に 反し て 使 用し 、 譲 渡し 、 転 貸し 、 又 は担 保 に 供し な い こと 。  

(6) 写 真 の 形 状 変 更、 又 は 工作 を し ない こ と 。  

  

(写 真 の 滅 失 等 ) 

第 12 条  使 用 者 は 、写 真 を 滅失 (亡 失 、盗 難 )し た と きは 、直 ち に その 旨 を 会長

に届 け 出 て、 そ の 指示 に 従 わな け れ ばな ら な い。  

  

(疑 義 の 決 定 ) 

第 13 条  こ の 要 綱 に定 め の ない 条 項 又は 疑 義 が生 じ た とき は 、 必要 に 応 じて 双

方協 議 し 、決 定 す るも の と する 。  

 

(そ の 他 ) 

第 14 条  使 用 者 が 行う 展 示 内容 に つ いて 、 当 協会 の ホ ーム ペ ー ジ 、 或 い は電 波

等、 各 種 媒体 に よ り 周 知 ・ 宣伝 す る 場合 が あ るも の と する 。  

 

 

附  則  

こ の 要 綱 は、 平 成 ２３ 年 １ ２月 １ 日 から 施 行 する 。  

 

附 則  

こ の 要 綱 は、 平 成 ２５ 年 ４ 月１ 日 か ら施 行 す る。  

 

附  則  

こ の 要 綱 は、 平 成 ２５ 年 １ ０月 ２ ８ 日か ら 施 行す る 。  

 


